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改良開発・バグフィックスの内容

①マルチブロックメッシュ採用時の圧力規定条件への対応（追加機能）

②リード無限大（ストレートタイプ）ミキシングエレメントへの対応（追加機能）

③代表経路（スクリュ軸方向経路上）圧力、平均温度、平均流速分布の

自動グラフ化（追加機能）

④グラフィックメモリーオーバーに伴うシステムフリーズの解消、及びウン

ドウリサイズ時の自動再描画機能追加（バグフィックス、追加機能）

⑤スクリュ面側温度境界条件の断熱条件以外への対応（バグフィックス）
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流量規定条件

圧力規定条件

図1 境界条件

流入口

（圧力規定）

流出口

（流量規定）

流入口

（圧力規定）

流出口

（圧力規定）

改良開発成果とその運用方法

①マルチブロックメッシュ採用時の圧力規定条件への対応（追加機能）
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図2 境界条件の選択

境界条件の選択

ラジオボタン

圧力規定境界は粘性流体解析の際にのみ有効
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図3 感度解析計算フロー

Multi-Blockモデル、溶融可塑化(Tadmor)モデル採用時の圧力規定
問題に対応するために新規計算アルゴリズムを導入
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流量更新式
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圧力規定条件対応自動感度解析機能の運用方法

①流量規定を選択

②初期流量を設定

③流入出口の圧力

を設定

図4 Ver2.0.0解析プログラム実行タブメニュー

④Ver.2.0.0で新たに実装
された感度解析用計算

パラメータの設定ボタン
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図5 感度解析反復計算用ポップアップ入力フォーム
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図6 感度解析モードの実行ウインドウ

感度解析反復計算レベル

スクリュ流出口における平均

圧力と流量の設定値
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図7 感度解析結果として算出される流量と流入出口圧力差
の関係(qplistの内容)
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図8 qplistの内容のグラフプロット
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Final : Outlet-Pressure  2MPa設定、その
際に計算されるFlowrate 3.74cc/sec
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テスト解析例

Ver1.0システムでは、対応が難しかった解析ケースの一例として、Tadmor
溶融可塑化モデル及びストレートタイプマドックミキシングエレメントを含む下

記解析モデルに対し、スクリュ先端圧力を指定した感度テスト解析結果につ

いてご紹介します。実用問題では、この種の解析ケースに遭遇することが多

く、今後、Ver2.0システムの改良成果が効力を発揮すると考えています。
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解析モデル

圧縮領域(L/D=10,肉厚
5~3mm)

溶融体輸送領域

(L/D=10,肉厚3mm)

ストレートタイプのマドック

ミキシングエレメント（Ver1.0
システムではリード無限大に相当

するスクリュ軸に平行な流路を想

定外としており、この部分の表現

が困難でした。

図9 解析用FEAメッシュ
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解析ケース

初期流量を3cc/secとし、以下に示す2圧力条件のケーススタディを実施しま
した。マルチブロックメッシュとTadmorモデルを考慮した本解析モデルにおい
て、スクリュ先端の圧力を規定する問題を解析する場合、Ver.1.0システムで
は流量を手動で変化させたケーススタディを複数行う必要がありましたが、

Ver2.0システムでは感度解析として自動的に遂行可能になっています。

Case1：スクリュ先端を開放（大気圧0）に設定

Case2：スクリュ先端に背圧（10MPa）を設定
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解析結果

図10 Case1圧力分布コンター図

10回の反復感度解析に要する時間は
僅か3分程度
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図11 Case1ソリッドベッド分布コンター図
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図12 Case1軸方向圧力分布グラフ図
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図13 Case1感度解析結果グラフ図
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図14 Case2圧力分布コンター図
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図15 Case2ソリッドベッド分布コンター図
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図16 Case2軸方向圧力分布グラフ図
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Initial :
Flowrate 3cc/sec設定

Final : Outlet-Pressure  10MPa設定、その
際に計算されるFlowrate 1.45cc/sec

図17 Case2感度解析結果グラフ図
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螺旋角

Ver1.0システムで採用されたスクリュ
展開図のメッシュ分割形式（縦線：赤色

で示すラインが出来るだけスクリュ軸

に平行になるよう生成）

螺旋角

Ver2.0システムで新規採用されたスク
リュ展開図のメッシュ分割形式

図18 スクリュ展開図のメッシュ分割形式

②リード無限大（ストレートタイプ）ミキシングエレメントへの対応（追加機能）
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ストレートタイプ流路形状生成テンプレート機能の運用方法

矩形領域定義機能を非チェック状態 矩形領域定義機能をチェック状態

図19 スクリュ形状タブメニュー

(1)

(2) (3)
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図20 矩形領域定義機能を利用した2D展開情報の生成例
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図21 展開情報加工用ポップアップメニュ
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図22 展開情報加工例
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図23 Ver1.0システムでは表現が困難であったストレートタイプマドックミ
キシングエレメントとピンミキシングエレメントのモデリング例
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図24解析モデルインポート時に表示されるグラフィックアイコン

xyグラフプロット

グラフコントロールフォーム

③代表経路（スクリュ軸方向経路上）圧力、平均温度、平均流速分布の

自動グラフ化（追加機能）
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図25スクリュ軸方向圧力分布
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図26スクリュ軸方向温度分布
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図27スクリュ軸方向温度分布
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図28 パーティクルトレースコントロールパネルに新たに実
装したグラフィックメモリの開放(初期化）ボタン

グラフィックメモリーの

初期化ボタン

④グラフィックメモリーオーバーに伴うシステムフリーズの解消、及びウン

ドウリサイズ時の自動再描画機能追加（バグフィックス、追加機能）

システムフリーズの大きな要因：グラフィック情報の多用に伴うメモリーオーバー

対応策対応策対応策対応策

操作切り替えのタイミングに合わせて非表示状態にあるグラフィック情報を操作切り替えのタイミングに合わせて非表示状態にあるグラフィック情報を操作切り替えのタイミングに合わせて非表示状態にあるグラフィック情報を操作切り替えのタイミングに合わせて非表示状態にあるグラフィック情報を

自動的にディスポーズ（グラフィックメモリーを開放）自動的にディスポーズ（グラフィックメモリーを開放）自動的にディスポーズ（グラフィックメモリーを開放）自動的にディスポーズ（グラフィックメモリーを開放）

ディスポーズに時間を要する作業ディスポーズに時間を要する作業ディスポーズに時間を要する作業ディスポーズに時間を要する作業

については一部手動で開放については一部手動で開放については一部手動で開放については一部手動で開放
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ウンドウリサイズ時のモデル表示の

ぼやけと縦横表示スケールの変更

（Ver1.0システムの問題点）

問題解消後のモデル表示（Ver2.0システム)

図29 ウンドウリサイズ時の自動再描画機能
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図30 テスト解析例（スクリュ側150℃温度規定、バレル側180℃温度規定、スクリュ肉厚5mm,樹
脂流入温度160℃)

モデル中央での肉厚方向温度分布(肉厚0：スクリュ表面、肉厚5:バレル表面)

⑤スクリュ面側温度境界条件の断熱条件以外への対応（バグフィックス）
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モデル中央での肉厚方向温度分布(肉厚0：スクリュ表面、肉厚5:バレル表面)

図31 テスト解析例（スクリュ側断熱（従来の設定)、バレル側180℃温度規定、スクリュ肉厚5mm,
樹脂流入温度160℃)
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図32 テスト解析例（スクリュ側熱伝達境界環境温度150℃、バレル側熱伝達境界環境温度180℃、
熱伝達係数0.03W/K/m2

スクリュ肉厚5mm,樹脂流入温度160℃)

モデル中央での肉厚方向温度分布(肉厚0：スクリュ表面、肉厚5:バレル表面)
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株式会社HASL

2011/10/7

NextruCAD/Advance今後の開発計画
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NextruCAD/Advance(Ver3.0.0)  2012/10リリース予定

改良開発テーマ

① Full 3D化：現状Generalized Hele-Shaw Formulationに加えて、当社考案の
計算アルゴリズムに基づく、完全三次元解析機能の実装

HASL/TwinScrewSimulatorの開発成果の一部をフィードバック

流速評価式流速評価式流速評価式流速評価式

（圧力勾配流れ＋牽引流れ（圧力勾配流れ＋牽引流れ（圧力勾配流れ＋牽引流れ（圧力勾配流れ＋牽引流れ ))))
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当解析当解析当解析当解析モデルによるモデルによるモデルによるモデルによる試解析結果試解析結果試解析結果試解析結果
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②溶融可塑化モデルの改良：

・Tadmor派生モデル（Chungモデル）の組み込み

・HASL/PatricleSimulatorの改良と連携強化
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③システム操作性の向上：

・ブロック情報の任意組み合わせ（現状、一体情報として管理されてい

るスクリュ解析用マルチブロックモデルをブロック毎への管理に切り替

え、自由に組み合わせ可能な機能を実装する）

独立に生成/管理

Metering zone

Metering zone Pin mixing 
element

Maddock 
mixing element

Metering zone

Maddock 
mixing element

Pin mixing 
element

任意組み合わせで

解析モデルを作成
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④ユーザ様ご要望のシステム開発への反映

NextruCAD/Advanceに対するご意見・ご要望がございましたら当社
宛ご連絡下さい。ご意見・ご要望は、極力、当ソフトウェアのシステム

開発に反映させていただきます。
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FlatCAD/Advance & SpiralCAD/Advance
今後の開発計画

株式会社HASL

2011/10/7
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FlatCAD/Advance(Ver2.0.0) 2012/5 リリース予定

改良開発テーマ

① 解析モデル作成用テンプレート機能の拡張：

・Delaunay 分割を利用した任意形状への対応機能

Ver.1.0.0の解析モデル作成手順

Nurbs曲線で定義される
定型領域を変形させて

モデル輪郭を作成

Hele-Shaw流れ解析用
メッシュ作成

3D化

Ver.2.0.0に追加される
解析モデル作成手順

定型より外れた形状の自由なモ

デリング。

Hele-Shaw流れ解析用
メッシュ作成（Delaunay
分割、3/4角形混在）

3D化
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・多層フィルム解析用マルチマニフォールドへの対応

・サーキュラーダイへの対応

・上流側ランナー形状の任意指定、分岐の考慮、下流側

流路との結合位置の任意指定（クロスヘッドダイへの用途

展開）

・ユーザ様ご要望への対応
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③ ソルバーのマルチマニフォールドダイとフィードブロックへの対応

多くのお客様のニーズにお応えし、現在、多層フィル

ム/シート用の3次元解析機能を開発しています
（フィードブロックへの対応には3D解析機能を要する
ため、本体とは別のオプション機能となります）。

② CEFモデルを利用した法線応力差（粘弾性効果）の評価

現状、純粘性解析として無視されている法線応力差を考慮

することで、スウェルや多層流体の包み込みの予測が可能

になります。

Criminale-Ericksen-Filbey model
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ダイスウェル 多層界面の包み込み
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SpiralCAD/Advance(Ver2.0.0) 2012/5 リリース予定

改良開発テーマ

① 解析モデル作成用テンプレート機能の拡張：

・上流側ランナー形状の任意指定、分岐の考慮、下流側

流路との結合位置の任意指定（クロスヘッドダイへの用途

展開）

・ランナー部、マンドレル部、ダイ部の単独解析への対応

（現状１体モデルを想定）

ランナー部

マンドレル部

ダイ部

・多層スパイラルマンドレル対応

・任意形状対応（ Delaunay分割２D展開領域の３Dモデルへの変換）
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② CEFモデルを利用した法線応力差（粘弾性効果）の評価

FlatCAD/Advance(Ver2.0.0)と同様の改良項目

③ ソルバーの多層スパイラルマンドレルへの対応

Hele-Shaw formulationの多層化への対応（FlatCAD/Advance
（Ver2.0.0)のマルチマニフォールドダイ対応機能と同様の改良項目）

④ユーザ様ご要望のシステム開発への反映

FlatCAD, SpiralCAD/Advanceに対するご意見・ご要望がございまし
たら当社宛ご連絡下さい。ご意見・ご要望は、極力、当ソフトウェアの

システム開発に反映させていただきます。


